
北迅彪 埼玉県立歴史と民俗の博鞠館友の会ニュース　第日03号

平成が年4号18　拷拷　巣立歴史史昆民俗　樽勤館友の会発行療3　堀撞きいたま市東宮匹高鳥町か21等

メ　　　ッ　　　セ　　　ー　　　ジ

前館長　　牧　　恒　男

早いもので、昨年の4月に館長に就任して一年が揺らました．そして、この3月の末日をもっ

て定年退職いたしました。

この間、友の会の皆さまには、たいへんお世話になりましたことを、紙面をお借りして慰謝申上

げます。

平成27年度とは、平成18年に県立博物館と民俗文化センターが統合され、今の歴史と民俗の

博物館になってらようと10年白の節目の年となります。その間に博物館を取り巻く環規も軽済情

勢とともの大きく変化してきています。厳しい財政状況が続く中、人員が減らされ、予算も削潤さ

れ、しかし、入館者数を増やせという、言わば二律背反の目標を達成しなくてはならない、そんな

環境の変化でありました。また、25年7月からは、65歳以上の入館料か有料化され、これもま

た館にとっては大きな環僕の変化でありました。

このような要化に対応するため、わかりやすい展示の工夫や近現代に焦点を当てた企藩屏などの

開催、また、リピーターを取り込む施策を始めたところです。

友の会にあっても、同じく股譜から10年白の年であります。10年日を一つの節目として、館と

ともに変化への対応を引き続き検討いただければ幸いでございます。吉うまでもなく、友の会は一

番の博物館応理団でありますので、27年度以降も一層のこ支援をお願いしだいと思います。

さて、話は変わりますが、以前、中学校の校長時代に、夏休みの学校行事の一環として、海外語

攣研修が行なわれました。研棒先は、姉妹県であるオーストラリアのクインズランド州の学校でした。

私たち引申した者は、日々、学校での生徒たちの様子を見たり、時には授業に参加していました。

ある日、その学校の校長先生からディナーを誘われました。行ったのは、郊外にある劇場でした。

劇場といっても、競馬場を小さくしたようなもので、大変大きな建物でした。

ディナーを食べながら見たショーは「0UT BACK」。場内では、騎兵隊か国旗を掲げて楓

架と走り包り、その挫うでは農夫か姥堂をしているといった歴史劇が横り広げられていました。

オーストラリア大陸にイギ1」ス人が入植したのは、18世紀後半ですが、その校長は私に、その

ショーは、オーストラリア開拓の歴史だと説明してくれました。でも、日本へのお土産は、オース

トラリア先住民であるアボリジニのフーメランでした。開拓とは、イギリス人からの見方、ア朴」

ジ二からすれば侵略かもしれません。そんなことを考えながらショーを見ていました．

今、日本の過去の歴史観か近隣の国から問われています．歴史や事象の見方は様々であるという

将陣を持つことが、私たちに求められていることだと思います。

最後に、友の会の皆さま、改めまして一年間ありがとうこさいました。限りないこ発展を祈念申

上げます．
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館漫叫常計数背事務所　轄務・給与担当　糞慈

纏務り給与簸当）瑳当部農→さきたま史跡の博物館総務一公聞管理せ鶉穏当群暴

く展示担当）学芸主幹｝県民生藷お広報広聴辣　企簡前栽担当　主幹（平和資料館駐在）

f施放逸郭担当課長→郡市整備部逢無安全課　獲業海導栓当　主重

（宇菅支擾担当）担当■轟一川口・艦仲小筆校　主幹緻書

く農桑過勤重任学芸員わ生活学習文化財誹溌此奴活用・博物館担当　主査

（総糟担当）主事一書日鮪工義書抜　主事

（学習支攫世当）主任一上尾t瓦暮小学校　職■

茂　渾管充棟鍵盤）専門員兼学芸員→漉響館地図センター穏当　研幾兼学憲員

◎山田　実　（震示担当）主任書M■兼肇芸■→文書館地図センター担当　書Ml景学芸■

◎井上尚明　　膿泰盛螢専門員兼学叢換→善書たま史劫の博物館史跡娩檎捜当専門員兼学義員

く丘入＞

◎俄島常道　　館長一文響館　館長

◎新井　彰　　磯務・銭扱濃当卜副職蔵一教育総梼郡　部蒸

◎半田明広　　く企■担当）讐苫主幹－さきたま史跡の博鞠愴　史跡暮■担当　主任讐芸■

⑳石坂俊郎　　確示捏勤学芸主幹紳県民生活部広報広聴課企画調整担当　主幹も平和棄料館駐在）

◎沸上稲生　　虜娩陛削担当課長欄医療療　保保護　療療政筆　立主任　埼玉県立大学栄進〉

◎佐藤雅裕　　（挙菅支援軽部担当諜長一川ロ・芝か学校‘教諭

◎刀根理恵子　（学習支謙連動換磐梯長←上尾・瓦葺万、学校　教諭

◎志村　進　　（施設担当き欝門員鋏文書館　副館長

◎ニ鞍華　美　（企画澄勤主任職門漁業学芸A－魯然の博物狩掛節度兼主席学芸主幹

○関口六規子　　くま示担当）雫芸■←文書館　古文暮担当　学芸■

＜新棟用■l＞

◎大塚優希　醸務捜劉生叢　⑳中村陽平（農帝毅郎学芸員　尊宮原正機　ぞ展示担当）学芸員

く臨時的任用■■＞

◎川締ま繋　げ瞥淵腱射撃叢巣　◎商議素餐　射場射撃基線　◎竹原　蓉　横軸隆・活鍵彗学芸員

＜館内だ■払＞

◎中山浩詳　　（学習支緩穏当〉重任学署員←く展示軽部重任学叢よ

◎内田手書　　　tJ示担当）主任攣芸■－（企凰担当）主任竿芸1

◎清栄賢治　　（庭草洩削学芸員－（企画擾塞き挙茎員

く再任用任期満7着＞

◎藤野龍宏　騰叛・場数担当　教育怠幹　　◎宮沢　緋　施設超当　主饉専門員

く臨時的柱用任鞘済7着＞

⑳竹内歩花　　惇菅文雄担当）主事　　　　◎刑と書介（農示担当）攣芸1

◎農村腐由美　農泰捜当　字豊泉　　　　◎高田督仁　横軸　鳩地割学芸員



JUNO友の会クラブ通信 �友の会のプロブの柵ヰ作成。｝恥省略していますや 
祁15（平鹿2m　年4月1＋0日 �ホサムべ－ソhtp：／ノJunosaitama．expressveb－jp／ 

総勢20名。出発時刺には小雨から暮り空となった一日でしたが、全行程を無事持
TLました。幸手駅は戦国時代一色氏が幸手城を繁し、た場所であり、その北東にある
天神神社（♯町天神）は館の守護神、南東にある稲荷神社（一色稲荷杜）は氏の守り
神、市中の満臨寺（幸手欄音）は一色氏発廟寺の祈願とされ、はかにも神明神社、・板
碑と十八ヰ漢健の常光寺、正信作の阿弥陀如来が本書の担景寺、抄せ院、r聖臨寺物
性門Jの聖橿寺、r幸手幾層窮随之乳の正福寺と興味布く蓼輝．幸手宿の本陣跡、
間農場跡、明治大帝行在所御臥そしてr岸本家住宅主星」をはじめとした蔵造りの
商膏、その愚根の鬼瓦などなど街並みを見てまいりました。

最後に、何と言っても1キロの桜堤と広大な菜の花畑が展開するr幸手権現生桜堤」
をみながら、各自持参のお弁当を広げ、昼食役は思い思いにさくらのトンネルをくぐりながら、r耶しのヰ上r行事堰
の恥を訪ね、またお土産の井い物も楽しみました。（小俣・大童）
一ヽ■～一ヽ－～一ヽ一一、一一ヽ■一ヽ■一、・一・一一、一、一′一・一一・・【・、一一、一一、－▲一、一一一　、・一、一一←一・・・・一一、一一、一～一一一■■ノー一、一一、一一、・一一・一一、■一、一一、一一一一・一一、－～・．、一一、′一、一一一■′、一日■←一一、一′、一一、一′ヽ一～～

今撹乱早春の亀戸地区。JR亀戸駅前に参加者汐名が重合、駅前から終
止パスに諷軋　バス停・浅間神社で下札聖川（立川）が中川に合流するあた
りが大江戸名所百最（広重）の中の「第67景　逆井（さかさい）のわたLJ
の拝台．かつての凰貴を想像することはできませんが、カヌーがうかび、の
どかな凰貴です。中川の土手をゆっくり歩いて、■戸水神へ凸休憩のあと、
各自で昼食。

午挫はまず亀戸神杜（r第駈景　■戸天神」）へ．神性慮抜けてすぐの北十
軋11を兼に進むと「第30景　1戸穐屋敷」の軋道路を渡って橿神庵にてる
と、ここからの眺めが†吾妻の森連理の呼人東京スカイツり一に向かってし
ばらく歩くと横十I即Ilとの合流地点にでま十。かつて柳の木が多いところか

ら名づけられたという「第32景　帥しま」です。ここから押上駅まで歩いて♯散となりました。（武井）

市川駅前から′くスで出発。市川市国府台r辻切りJを見学．悪壬や病気が村に
入るのを防ぐための民俗行事で、各村の出入口にあたる四隅の辻を靂力上って遮
断することからこの名がついています，室町時代から500年続いているというか
ら書きです．北部ではワラで大蛇（なかなかの迫力です）を作って、その呪力に
上って追い払う方法がとられています．

今は保存会によって行事が維持されていますが、他の見学者と会話を交えなが
ら、興味津々に作業を魅入りました。50年振り及び10年振り並びに5年振りに来
たよとの■も聞き、その伝統に感心．この行事に関心を向ける大勢の人がいる尊
も、励みになり廠練の力となっているのではと感じました。また、地元の小学生
（3年生以下）110名が見学噂で場の雰囲気を盛り上げていました．（元木）

■日本の象り研究クラブ＜日光景熱雷■畢例大祭＞　1■（もとき＝㈱・・臼59－1673　珊tぬh眺yhr00肌●、jp）

日時：5月17日（日）10時～16時　雨天決行　集合：東武日光線「菓武日光駅」改fL出口　午前9時30分
詳細二　r爪が0　3月号j　に掲舷されています。

1浮世絵クラブ・哩写暮クラブ＜卿蔦の水一新摺方面＞　■■（つくいこ職H9冥トl帥T p血卜tkiht仙・巾OLor．jp）

日時：4月24日く金）10時～16時　雨天決行　集合：JR御茶ノ水駅　聖橋口午前10時
詳細：rJⅧ03月号」に掲載されています。

撫育遭探索無策部く与野方面＞　謝絶　いぬばしり；噌瑚鋸嘲糾細如励押軋t畑地顔料日南虹か」が
日時ニ6月6日（土）予定　（詳細は「Jlが05月号jで発表します）



埼玉州立歴史と民俗の博物館・埼玉嘱正歴史と民俗の博物館友の会・共催・歴史鴫濃会

手地形土器という不忠鶉な土静をこ存知でしょう机のろの時代の「手あぶり」のよ

うな形をしていますが、何に煙ったかは、わからない土器．出現したのは弥生時代か

ら古墳時代にかけての謎多き時代。嶋向遭静、埼玉の鷺山古墳など全田から少量ずつ

出土．それ以前にお祭りの逼鼻として使われていた「銅鐸」に代わって出現したもの

のようであることを替えると、これも祭器かP　この駄多き時代に現れたとすれば、

これも、古代貴大のロマンにしてミステリーである「邪馬台虚」と「卑弥呼」の謎を

解く大きなカギになるのでは～と思われます。

講師　高橋一夫先生　＿

日時　平成27年4月19日（日）

午後1時半～3時

場所　当館講堂榔臓腑瑚
干暮■檜■簡1平倉1■・■■暮出土

孝鰭形よ馨の研究（高橋一乗藩
・六一書房刊t恥．は）上I

ご参加こ希望の万は、往復ハカキに、・この慎漬会名・住所・氏名・t

陪番号・友の会会員は会員番号を明記し、返償面にも住所・氏名を記入

のうえ、4月16日（木）必義で〒3…03さいたま市大宮区高鼻

町4－219埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会へ。定員（1∈）名）を

超えた場合は、お断りすることがあります。

当日は、友の会からお送りした返信ハガ辛をこ持参ください。
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師承鱒叫

◎今後のイベントスケジュール

04月19日（日）

04月24日（金）

05月17日（日）

05月17日（日）

06月

07月26日（日）

博物館・当会・共催講演会　「邪馬台国と手焙形土器」1時半～

講師：高橋一夫氏（元・当館館長）　お申込み受付中　（鮮和前号）

友の会「浮世絵同好クラブ」の「御茶ノ水～新宿」歩き　　　（捌粥）

博物館・当会・共確雄藩念　「邪馬台国と東国の古漁」1時半～

講師：日高　焼成（票京学義夫・准教授）　お申込み受付開始

友の会「日本のお祭り研究クラブ」の「日光東照宮替季例大祭見学」（詳I指引

見学会　「信州・上田城、国分寺、安楽寺八角王事塔など」

詳細次号・こ期待ください

博物館・当会・共催講演会　「日本列島はどうしてできたか」1時半～

講師：藤岡襖太郎氏（海洋研究闊荒磯傭持任上席研究員）＜鮒は手鑑正式発表換［＞

◎当会のホームページも、こらんください

枇甑誹j碑隠庖閤珊＆8　闇感・がま記録サ廟…示嫁ご検索くだ動。

◎あなたも「クラブ」の立ち上げを／

いま、友の会には「浮世絵同好クラフ」「日本のお祭り研究クラブ」「古道散策倶楽部」の三つの

クラブがあります．友の会の会員を対象に、同好の士が集まって活動していただくものです。

あなたのお好きな分野をベースとして、お仲間を集めて「クラフ」を作ることもお考えください。

＜主宰される万は、友の会に慣れていただくために、他のクラフの活動にもこ参加いただき、当

事の理事・サポーター会韻にこ出席くださるようお願いいたします＞

の　会・通　常　総　会　の　こ　案

次のとおり、埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会の通常は会を開催いたしますので、会員の皆さ

まのこ出席をお願い申上げます。

平成27年4月10日

埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会　会長　宮川　滋

◎日時　平成27年5月17日（白）　午前10時～11時30分

◎場所　博物館講堂

◎議題　☆平成26年度活動報告　　☆平成26年度会計報告・監査報告

☆甲成27年欝活動計画　　☆平成27年度予算案

☆その他

◎出席は当会会員であること　事前出席申込みは不要です



埼玉県立歴史と民俗の博物館・埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会・共催・歴史講潤会

台国と東国の古墳
卑弥呼と邪馬台国の時代というと、紀元前と紀元後にまたがる時代。

いまでいう古墳も、このころに造られはじめた．邪馬台国はどこにあ

ったのか？近敵であろうが、北九州であろうが、私たちが住む東国

には、あまり関係はなさそう。いや、そうではない。卑弥呼のころに、

東国でも古墳は造られ始めた。そこには想像以上に元気な人たちがい

たのだ。これも邪馬台国解明のカギになるお話／

講師　日高　慎先生凍京轍明細

とき　平成27年5月17日（日）

午後1時半～3時

場所　当館講堂様式ア＿パンパ潮ン棚来宮動労き

☆ご参加のお申込みは、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・会員の方は会員

番号を明記、返信面に住所、氏名を記入、〒330・0803さいたま市大宮区高鼻町

4・219埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会へ。締切5月14日（木）。☆定員（150名）を

超えた場合はお断りすることもあります。当日は返信ハガキをお持ちください。

埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会



JL‾NQ 些蔓墾塁墨筆と民俗の博物館友の会ニュース　第104号

平成27年5月10日：埠玉■立歴史と民俗の博抽館主の全発行☆33か伽心さいたま市大書区轟■町ト三相

世代を超えて語り合える物語性を紡ぎ出す

館長　　代　島　常　道

友の会の皆さま、この4月に館長に絨住いだしました代島常道と申します。どうぞよろしくお貯

い申上げます。

県職員採用後33年が軽過しましたが、最初の30年間は、人事、給与、広報などの行政事務が

続いていました。しかし、一昨年に埼玉興教育局生涯学警文化財課長、昨年は埼玉県文書館喪と文

化財関係の仕事が続き、今田で3年日ということになります。

さて、埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会は、平成18年度に興立博物館から歴史と民俗の博物

館Iこ再編された時の高橋館長が、これからは州民の皆さんから支持される博物館にしようというこ

とで「会員相互の知識の向上と親睦を図り、館を応援すること」を目的に発足しました。いわば館

のサポーター的な存在です。現在は500名を曙える会員により構成され、蹟濡会や講座、見学会

などの開催や会報発行等の情報発情、クラブ活動など、大変活，引こ活動しています。

ところで、平成19年6月に定めた「歴史と民俗の博物館の使命について」に「県民と協働した

生涯学習を推進する中核的施設としての役割を果たす」「博物館の賢杓を按にして県民の皆さんが

集い、交流し、活動する快適空間を提供します」と書いてあります。

友の会は、こうした館の使命を筆硯するために塙働する1賽な存在です。今後とも、会が益々発

展するとともに、会員の皆さまが、会の活動を通じて－膚研さんを深め、様々な場面で活躍される

とともに、当館のため引き続きお力添えをいただきますよう、心よりお臥1申し上げます。

ところで、家宅や地域の人間関係が希薄化しているといわれて久しい駅です机東日本大震災等

を契機に、助け合いや地域コミュニティの大切さが改めて應放されています。博物館では、今日ま

で企番展「氷川神社と大宮公薗」か開催されていますか、韓民共通の宝ともいえる展示資料の持つ

力に触れようと、地元を始め多くの万が連日来館して、集い、交流し、活動していました．来館舌

の多くは・屏示軍から静訓こ出て来て、うっとりした表情であるいは何か考えながら、感動に漢っ

た様子で帰っていきます。お帰りの方に「有難うございました」とあいさつをする度に、今の感動

を大切に持ち帰り、家族で又は地域で、世代を超えて躍り合い、絆を深めていただけたらいいなと

押っている次第です。

博物館は、日頃から資料の講蓋研究を十分行い、世代を超えて多くの方が感動し譲り合えるよう

な・県民共眉の物情性を描き出し、展示等の形にして提供しております。県民の旨さまには、それ

ぞれに美しい物語性を感じていただき、家族や地域の絆を深める契機としていただければ㍍lこ幸い

と存じます。



画料疫頭

☆パス見学会の合筆の噴上げについて

友の会としての第一回のバス見学会は友の会創立年度の平成19年1月でした。この時の参加責

は5（X旧円～ただし、昼食は「各自持参」でした。今はほとんど、現地食蛍の10Ⅹ）円程度の

昼食付きにしておりますから、ずっと6αX）円～6500円程度で続けてきたことになります。

ところが昨年、思わぬ状況の変化が起こりました。それは観光バスで種々の大事故が発生し、業

界の労働環境の改善が必要とされて、業界全体（特に開架地方）でバス料金の値上げか実施され

ることになったのです。以前からのコネを生かして～など、友の会としてもバス見学会の会費の

維持に努力してまいりましたが、観光バス業界としての取り決めなどに対しては、いかんともし

かたく．今後は2000円程度の佑上げはこ了乎いただかねばならないこととなりました。

見学会の内容としては、さらに皆さまに魅力あるもの、こ満足いただけるものとさせていただき

たく、ますますの努力を払う所存でございますので、なにとそ、事情こ雷撃のうえ、お肝しをい

ただきますよう、お願いをいたします。

☆今後のイベントスケジュール

05月17日（目）博物館・当会・共催講演会「邪馬台国と粟国の古墳」1時半～

講師：日高　憮氏（東京学芸大・准教授）　お申込み受付中

05月17日（B）　友の会「日本のお祭り研究クラフ」の「日光東照宮書手例大祭見学」（捌削㈲

06月16日（火）見学会「信州・上田域、百分寺、安楽寺八角三量塔など」

受付開始　詳細・本等参照

07月26日（白）博物館・当会・共催講演会「日本列島はどうしてできたか」1時半～

諾鰊：藤岡換太郎氏伐洋研翻隋特江上榔究轟）く受甑祁旺式射線に＞

☆当会のホームページも、こらんください

htt二′／’unos8it81〔8．eX reSSWeb．■　　また J UNOSAI TAMA をこ検索ください。

☆あなたも「クラフ」の立ち上げを／

いま、友の会には「浮世絵同好クラフ」「日本のお祭り研究クラブ」「古道散策倶楽軌の三つの

クラブがあります。友の会の会員を対象に、同好の士が集まって活動していただくものです。

あなたのお好きな分野をベースとして、お仲間を集めて「クラフ」を作ることもお考えください．

く主宰される万は・友の会に慣れていただくために、他のクラブの活動にもご参加いただき、当

会の理事・サポーター会議にこ出席くださるようお願いいたします＞

☆当会・通鸞総会のご案内　＜出席鋼椙は当会会員であること　事前出席申込みは不要です＞

◎日時　平成27年5月17日（臼）午前10時～11時30分　◎場所　博物館樗堂

◎隷属　☆平成26年度活動報告☆平成26年度会計報告・監査報告☆平成27年度活動計留

☆平成27年度予算案☆その他



集合：2015年6月6日（土）　9時30分JR東日本　埼京線　南与野駅（普通のみ特車）

行程（内容）：妙行寺→鈴谷大豊→鈴谷天神杜→円福寺→円乗院→天祖神社→御嶽杜→・一一一山神杜
→長伝奇一・氷川神社→清福寺→金剛院→日進神社

費用その他：資料保険代等300円。少雨決行（悪天候時には、連絡します）。南与野駅は、普通
のみ停車です。快速は止まりませんお気を付けください。歩行距離は約9kmで、史跡巡りをいれ
ると約10kmです。歩きやすい服装・靴でご参加ください。届食はあらかじめ用意してください。
体調が悪くなった万は、倶楽部員まで連絡してください。
間合せ先　前日まで犬養（いぬばしり）　電話　048－756－5634

当日は　小俣（おまた）　　　携帯　090－3436・9017
申込方法：5月29日（金）までに、はがきに氏名・住所・会員番号・電話番号（ご自宅・携帯と
も）を明配して。〒339－0058さいたま市岩槻区本丸3－8－17　犬走東通あて

立像：埼玉県鹿歴史と民俗の渾物療友の愈　古道投棄倶廉郎

◆『嘲新宿◆
集合二舘15年6月19日（金）都電荒川線「鬼子母神前j（＝副都心線r雄司ヶ谷」）駅前　午前10時

行程（内容）＝ゆっくり楽しんで歩くを基本にします。鬼子母神参道→目白不動→面影棟→神田
川縁道i江戸川公園→水神杜→芭蕉庵→椿山荘→高田馬場（昼食休削→新宿→熊野神手L江戸風
情の撲る鬼子母神参道から緑陰の神田川へ。さらにいくつもの名庭園。詫当浮也虔「第ね景　せ
き口上水場ばせを庵樺山」「第116景　高田姿見の構j r第115景　高田の馬軌　r第50景　角
嘗熊野酬二社j額午後3時頃解散予定。
費用その他：保険資料代300円予定。他に、交通費（電車等）、昼食代など。雨天決行
申込方法：（以下でお廉いします）

咽F♪X：048－470－2758＿②Eメー′レ‥Pu8n－tkj＠asahi－net・OrJp
③「ホームページ」のr申込フォーム」より送惜フォーム。
■氏名・会Aさ号・連絡先t拓などを明記．＊問い合わせt括090・1990－1807（つくい）

主催：埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会　浮世絵クラブ／映像写真クラブ

離久嘲8鄭◆
集合＝2015年7月は臼（日日R東北本線「久喜駅」改札出口　午後3時00分　雨天決行

行程（内容）二290年以上の歴史を持ち、12日と18日に埼玉県久喜市西口を中心に7台の山車が

曳き出される。山車は良問は人形を乗せ、華麗な飾りつけされ、夜は400個以上の提灯をまとっ
た日本一の提灯11佃となる。

兼用：保険代など100円。他に、交通費爬車等）、夕食代
注意：歩き易い靴及び服装・拍子・飲物・カメラ等
申込・連絡先：元木孝　T【L：0493－54一朗01（携帯09か2259－1673）

主催：埼玉爪立歴史と民俗の博物館友の会　日本の解り研究クラブ

これまでに開催した「行事」や「お知らせ内容」についてはホームページ（プログ）」もご覧ください

ホームページkbノ月um鑓bma．e耶SSWebjp／′



埼　玉　県　立　歴　史　と　民　俗　の　博　物　隊　友　の　会　の　歴　史　鳥　学　会

初　暮　す　僧HH上田の名蠣・名 �制へ／ 

■川雷電二嘉も雷遺した「貫田の名城・上田 �嬢」 

今も償鐸畿濃め拳r億濃国分寺と史繕公叫・薫 �料館」 

鯛簡霊嘉穐内の三毛鶉「安濃寺・膏薬寺・北向 �義青」 

＜　見　学　コ　ー　ス　＞

①現在の信濃国分寺と信濃国分寺史跡公国・信濃国分寺資料館

②国指定史跡・上田城跡公国

③国宝・安楽寺ハ角三重溝～鎌倉末期ころの建立と推定

④重文・常楽寺石造多宝塔～弘長2年（1262）の刻銘

⑤長野善光寺に椙対して建つ現生利益の北向観音　　　．
＊歩く場所が多く、石段もありますので、歩きやすい服装・靴でお出かけください

＊昼食は、真田宰相で名高い上田城や歴代上田藩主居宅跡（現・上田高校）に近い

寛ぎの宿「ホテル祥園」で、地元料理と本格そば
＊バスの往復とも、「上翌サービスエリア」で小休憩

日　時　平成27年6月16日（火）

集　合　午前7時30分　（時間厳守をお願いいたします）

大宮駅西口・ソニックビル西側に大型バス待合わせ（友の会旗を掲示）

参加貴　8000円（観光バス料金大幅値上げのため）＝当日徴収

ご参加　の　お　申　込み　は′－

締　切　　6月13日（土）

定　員　　45名（先警備とさせていただきます）

申込資格　会員限定ですが、こ家族、お友達はご参加いただけます

申込方法　往復ハガ羊に住所・氏名・会員番号・電話番号（お持ちの場合は携帯も）

を明記し、〒330く冶52さいたま市大宮区大成町3－503－4高瀬敏男へ

＝お問合せ　048－652－7324（または下記携帯へ）

その他　　座席のこ希望、集合場所地図のこ希望はハガ羊に明記ください
＊当日緊急連緒先　0！讃：ト7170－3294　グループリーダー　岩井隆興

090－9104－2979　事務局　　　　　　高瀬敏男

玉県立歴史と民俗の博物館友の




















